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世界初の偏極陽子衝突型加速器の始動
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成田から飛行機で１２時間、ニューヨークＪＦＫ空港から車でロングアイランド島を東へ１時間半、高速道路のまわりがうっそうとした森になってくると我々の研究場所、ブルックヘブン研究所はすぐそばである。ブルック「ヘブン」というと天国のように聞こえるかもしれないが、綴りが違う。実態はもっと違う。アメリカでは当たり前だが、自転車でいけるような距離には食堂もなければコンビニもなく、車を飛ばして行ってもうまい食事にありつけるわけでもない。それでも日本から60人程の研究者が参加し、頑張っているのは加速器が魅力的だからである。

ここの加速器はＲＨＩＣ（リック）と呼ばれる衝突型加速器で、最近、世界初の重イオン衝突と世界初の偏極陽子衝突（陽子の自転＝スピンの向きを固定した衝突）を実現したユニークな研究施設である。偏極陽子の加速は理化学研究所とブルックヘブン研究所の共同研究として、もとの重イオン加速器に特殊な電磁石やら測定器やらを付加して出来た。日本の予算で外国の加速器にこれほど大掛かりな改造を加えたのは恐らく初めてのことだろう。この違いは大きく、実験に参加するいわばお客的な立場から、加速器施設の共同経営者になったようなものである。責任ははるかにでかい。

RHICはこれまでの高エネルギー加速器と、やや趣を異にする。これまでの高エネルギー加速器はすべて、「物質は何からできているのか」という視点で作られた。結果として物質はすべてクォークとレプトンなる素粒子と光子、ウィークボソン、グルーオンなどの力を媒介する素粒子に分解できることを知った。RHICの発想はまったく逆で、それらの素粒子から如何に物質ができたかということを研究するものである。RHICの重イオン衝突は、宇宙開闢時に起きたビックバン直後のクォークとグルーオンのスープ状態を実験室に再現しその性質を調べようというものであり、偏極陽子衝突は、そこから最小の元素である陽子がどのように出来上がったかを、スピンという性質を用いて調べるものである。

というわけで、日本から見たRHICは枠組みも新しく物理も新しく、天国ではないかも知れないが、確かに新天地である。ここでの研究成果を最大にすべく、理研ブルックヘブン研究センターが1997年に設立された。これは理論と実験両面からRHICの物理を推進するための母体で、センター長にはノーベル賞学者であるT.D.Lee氏、副センター長には、嘗てブルックヘブン研究所の所長としてRHICを始め、偏極陽子加速を承認したN.Samios氏を招聘している。筆者は実験グループのリーダーとして副センター長を拝命して実務を切り回しているが、気分的には格下である。

さて、時が過ぎ、加速器が完成し、昨年末、偏極陽子の衝突もついに実現したというわけで、盛大な実験成功式典が、丁度5年の区切りであった理研－ブルックヘブン間の共同研究協定書の調印式を兼ね、ゴールデンウィークに敢行された。日本側からは遠山文部科学大臣、この計画を立ち上げていただいた前理研理事長、有馬朗人参議院議員、米国側からはJ. Marburger大統領補佐官ならびにエネルギー省の重鎮の御列席を受け、小林俊一理研理事長、P. Paulブルックヘブン研究所長がフラッシュの中で署名を行った。遠山大臣はライトブルーのスーツをお召しであったが、紅一点である。調印された協定書は理研で起したのであるが、これの添削をやってくれたのがT.D. LeeとN. Samiosである。英語の「てにをは」の校正までノーベル賞学者と元所長にやらせているのだから、我々も出世したものである。

　調印式の後、遠山大臣と有馬議員は実験装置PHENIXと加速器の見学をなさった。前の晩までかけて徹夜で準備した日本語の説明用ポスター（大臣は英語が堪能で必要なかったようだ）、現場には長期滞在している日本人研究者（男性ばかり）が全員集合である。N. Samiosはジョークが得意で、「次にお越しになった時には半分を女性研究者にしておく」とか、「この実験を見て、よい投資だったと思うか」とか盛んにやっていた。大臣も笑いながら応答していた。この辺のやり取りが自然で、失礼ながら隣のおばさんみたいに親しみが沸いた。大臣が見学の最後に「日本の経済は苦しいがここで行われているような基礎研究は大事にしていきたい」と英語でおっしゃられ、一同大喝采をした。これはジョークではないだろうから録音をしておけばよかった。

大臣の視察を受けたブルックヘブン研究所で、我々研究者は21世紀の物理を拓く重要な加速器実験を行っている。日本からは東大、東大CNS、筑波大、広島大、早稲田大、KEKが重イオン衝突実験を主眼として、理研、理研ブルックヘブン研究センター、京大、東工大が偏極陽子衝突実験を主眼として参加している。日本は財政的にも人的にも、この実験に大きく寄与しており、PHENIX検出装置の主だった測定器が日米科学技術協力事業（高エネルギー物理学分野）により建設されている。また、偏極加速を可能とするための加速器の改造と偏極実験のための測定器建設が理化学研究所とブルックヘブン研究所との協定により行われ、LINUX３００台からなる日本側解析システムも理研和光本所に設立された。クォークとグルーオンが紡ぎだす未知の世界の解明にむけていよいよ本格的な研究が始まった。計画を立案してから、すでに10年以上経過している。金もかかるが時間もかかる。研究者の根性も半端では務まらないのだ。

